
相模原市営橋本駅北口第１自動車駐車場他５施設の 

指定管理者選考委員会の議事概要及び選考の概要 

 

＜選考委員会の議事概要＞ 

１ 日時 

令和４年９月２７日（火） 午後１３時５分から４時３０分まで 

 

２ 会場 

橋本公民館 小会議室 

 

３ 出席者 

（１）土木部指定管理者選考委員会    ４名 

（２）事務局（都市建設局土木部路政課） ６名 

 

４ 選考委員会の委員の構成 

（１）公認会計士税理士（委員長） １名 

（２）大学教授          １名 

（３）特定社会保険労務士     １名 

（４）市職員           １名 

 

５ 公開の可否 

議題（３）選考委員会（意見交換）については土木部指定管理者選考委員会設置に関する要

綱第１０条により非公開とし、その他は公開とした。 

 

６ 傍聴者数 

  １名 

 

７ 議題 

（１）提案説明会 

（２）採点 

（３）選考委員会（意見交換） 

 

８ 議事概要 

（１）提案説明会 

  ア 日本パーキング株式会社 

    申請団体からの提案説明を受け、それに対して選考委員会委員が質疑応答を行った。 

    （主な質疑応答） 

委  員：収支予算書において減価償却という支出項目があるが、これは入替えを行う



機器やリース物品等について指定管理期間の５年間で償却を行う計画であ

るという認識で間違いないか。 

申請団体：認識のとおり、５年間で償却する事業計画としているものである。金額は大

きいが、それなりの投資を行うものとして捉えていただければと思う。 

  イ ギオン・野村不動産パートナーズ・富士ダイナミクス グループ 

    申請団体からの提案説明を受け、それに対して選考委員会委員が質疑応答を行った。 

    （主な質疑応答） 

委  員：事業計画書において夜間帯料金の新設について提案がなされているが、夜間

利用のニーズはどの程度あるものと考えているか。 

申請団体：現在の市営駐車場の運営において夜間利用に対する要望等は無いが、周辺の

民間コインパーキングなどを見ると一晩中駐車している車両等を見かける。

夜間帯料金を新設することでそういった車両の需要を積極的に取り込み、閑

散としている夜間中の駐車スペースを活用することができれば増収につな

がるものと考えている。 

  ウ タイムズ２４・タイムズサービス・小田急ビルサービス共同企業体 

    申請団体からの提案説明を受け、それに対して選考委員会委員が質疑応答を行った。 

    （主な質疑応答） 

委  員：駐車場サイン計画について詳細かつ具体的な提案がされているが、サインを

重視した理由は何か。 

申請団体：経験上、今回の募集のように新たに事業を始める際には市民に「変わったな」

という印象を与え、施設に興味を持ってもらうことが重要である。また、地

域に根差したキャラクターの活用は、施設に親しみやすさを感じていただく

ことが期待できるため、利用促進につなげる方法として有用であると考え提

案したものである。 

（２）各選考委員会委員が評価基準に基づき採点を行った。 

（３）事務局から各申請団体の合計点数を伝え、選考委員会委員で意見交換を行った。 

（主な意見） 

・提案事業については、タイムズ２４・タイムズサービス・小田急ビルサービス共同企業

体による提案において交通系ＩＣパーク＆ライド優待割引など市の施策や利用者ニー

ズを的確にとらえた取組みが計画されており、また駐車場サイン計画などの斬新かつ効

果的な提案がなされていた点が特に優れていた。 

・基本納付金と追加納付金を併せた市への納付額について各団体の提案内容をもとに試

算し比較すると、ギオン・野村不動産パートナーズ・富士ダイナミクス グループとタ

イムズ２４・タイムズサービス・小田急ビルサービス共同企業体の見込納付額が優れて

いた。それぞれの提案額は僅差であったが、追加納付金は収入の額に依存するため納付

額が流動的である分を割り引いて考えると、市に固定額を納付する基本納付金について

優位な提案を行ったタイムズ２４・タイムズサービス・小田急ビルサービス共同企業体

のほうがより高く評価できる。 

※ 選考委員会は申請団体名をブラインド化しており、当日は自動車①、自動車②、自動車③と

していたが、議事概要では申請団体の名称を使用している。 



 

＜選考の概要＞ 

１ 選考結果 

タイムズ２４・タイムズサービス・小田急ビルサービス共同企業体を指定管理者候補団体と

し、ギオン・野村不動産パートナーズ・富士ダイナミクス グループを指定管理者次点候補団

体とすることとした。 

 

２ 選考理由 

（１）評価基準に基づく各選考委員会委員の採点の結果、合計点が最低基準点である２４０点を

超えたこと。 

（２）各評価項目において、施設設置目的に照らして適正な施設運営が行われる水準を満たして

おり、かつ、市民サービスの向上が図られるものと評価したもの。 

（３）候補団体の経営状況について特段の課題はなく、安定的な管理運営が期待できること。 

 

３ 評価基準・評価結果 

（１）指定管理者候補団体（タイムズ２４・タイムズサービス・小田急ビルサービス共同企業体）

及び次点指定管理者候補団体（ギオン・野村不動産パートナーズ・富士ダイナミクス グル

ープ）の評価基準に基づく評価結果は、次のとおりです。 

評価項目 配点 候補団体 次点団体 

事業計画書に対する評価  

内 

訳 

指定管理者の適性 ２０ １４ １３ 

管理運営方針 ２０ １７ １５ 

地域活性化 ２０ １３ １６ 

計画事業（自主事業を除く） ２０ １６ １３ 

自主事業 ４０ ３６ ３０ 

利用者ニーズ ４０ ３２ ２６ 

維持管理計画 ２０ １４ １７ 

人員配置 ２０ １４ １３ 

安全管理及び緊急時の対応 ２０ １３ １３ 

適正な管理・経理 ２０ １３ １５ 

小 計 ２４０ １８２ １７１ 

収支計画・経費的効果に対する評

価 

 

内 

訳 

収支計画の妥当性 ２０ １５ １３ 

基本納付金の提案額 ４０ ４０ ８ 

利益の還元 ４０ ３０ ３０ 

小 計 １００ ８５ ５１ 

管理能力に対する評価（団体本体

に対する評価） 

 



内 

訳 

団体の経営状況 ２０ ２０ ２０ 

団体の管理能力 ２０ １５ １３ 

労働環境の適正性 ２０ １２ １２ 

小 計 ６０ ４７ ４５ 

合 計 ４００ ３１４ ２６７ 

  ※ 合計得点における最低基準点は２４０点としました。 

（２）指定管理者候補団体及び次点指定管理者候補団体以外に申請のあった団体の合計得点は、

次のとおりです。 

名称 合計得点 

日本パーキング株式会社 ２５９ 

 


